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ア
レ
ン
ジ
ド
@

マ
リ
ッ
ジ
の
困
難
|
|
結
婚
情
報
サ
ー
ビ
ス
会
員
調
査
か
ら
ー
ー
ー

大
瀧

〈
婆
旨
〉

「
結
婚
情
報
サ
ー
ビ
ス
」
に
対
す
る
ほ
抗
感
の
恕
由
を
検
討
し
、
結
婚
情
報
サ
ー
ビ

ス
が
抱
え
る
樹
難
と
可
能
性
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
そ
し
て
結
婚
が
ど
の
よ
う
に
捉
え

ら
れ
、
ど
う
あ
る
べ
き
だ
と
考
え
て
ら
れ
て
い
る
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的

キ
i

ワ
i

ド

友
織

デ
ィ
ン
グ

ア
レ
ン
ジ
ド
・
マ
ワ
ツ
ジ
、
必
愛
給
矯
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
コ

l

と
す
る
。

分
析
の
結
果
、
結
婿
情
報
サ
ー
ビ
ス
が
抱
え
る
強
難
の
符
設
に
は
、

2

つ
の
ジ
レ
ン
マ

が
あ
っ
た
。
お
金
を
支
払
い
、
他
省
の
介
入
を
受
け
る
こ
と
を
「
必
愛
結
婚
」
と
従
え

て
い
な
い
た
め
に
、
入
会
し
て
も
し
な
く
て
も
「
恋
愛
結
婚
」
が
得
ら
れ
な
い
と
感
じ

て
い
た
。
ま
た
、
他
の
会
員
を
一
結
婚
出
来
な
い
人
」
と
認
識
し
て
し
ま
う
と
い
う
こ

と
と
、
同
じ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
自
分
の
プ
ラ
イ
ド
そ
保
持
す
る
こ
と
と
の
開

で
ジ
レ
ン
マ
に
陥
っ
て
い
た
。

日
吋MM
m情
報
サ
ー
ビ
ス
は
「
数
済
的
怠
昧
」
を
持
っ
て
い
る
と
認
識
さ
れ
る
た
め
に
、

逆
に
救
済
の
意
味
が
減
じ
ら
れ
て
い
た
。
そ
こ
か
ら
、
恋
愛
結
婚
が
一
自
分
の
力
で
相

手
を
見
つ
け
る
」
と
い
う
形
で
従
え
ら
れ
て
お
り
、
「
臼
山
な
恋
愛
結
婚
」
が
強
制
さ
れ

て
い
る
と
い
う
皮
肉
な
状
況
が
浮
か
び
上
が
っ
た
。
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は
じ
め
に

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
戦
前
七
割
を
占
め
て
い
た
見
合
い
結
婚
は
戦

後
急
激
に
減
少
し
、

九
六
0
年
代
後
半
に
恋
愛
結
婚
と
比
率
が
逆
転
し
た

0
0
二
)
。
九
十
五
年
以
降
の
結
婚

で
は
恋
愛
結
婚
が
九
割
近
く
を
占
め
る
の
に
対
し
て
、
見
合
い
結
婚
は
一
割
を

(
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所

下
回
っ
て
い
る
。
ま
た
未
婚
者
が
希
望
す
る
結
婚
形
態
に
つ
い
て
も
恋
愛
結
婚

を
望
む
割
合
が
年
々
増
加
し
て
い
る
。
ま
た
未
婚
者
が
希
望
す
る
結
婚
形
態
に

つ
い
て
も
恋
愛
結
婚
を
望
む
割
合
が
年
々
増
加
し
て
い
る
E
o

し
か
し
、
一

十
五
i

一
一
一
十
四
歳
の
男
女
が
独
'
身
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
最
も
大
き
な
理
由
と
し

て
「
適
当
な
相
手
に
め
ぐ
り
会
わ
な
い
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、

そ
の

望
み
が
常
に
叶
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、
注
目
に
値
す
る
の
は
未
婚
者
に
結
婚
相
手
を

紹
介
す
る
結
婚
情
報
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
。
唱
通
の
調
査
に
よ
る
と
、
現
在
の
結

婚
情
報
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
事
業
者
数
は
、
お
よ
そ
一
一
一
一
O
O
社
で
、
市
場
規

模
は
約
一
一
一
O
O
億
円
と
推
定
さ
れ
て
い
る
(
川
嶋
他
二
O
O
一
一
一
)
。
結
婚
情
報
サ

i

ビ
ス
業
界
最
大
手
で
あ
る
O
玄
忽
。
の
広
告
コ
ピ
ー
は
、
「
恋
は
ど
こ
か
で
待
つ

て
い
る
」
「
恋
愛
運
を
良
く
す
る
方
法
、
知
っ
て
る
?
」
と
い
っ
た
形
で
「
恋

愛
」
を
強
調
し
て
い
る
(
オi
エ
ム
エ
ム
ジ

i

二
0
0
0
)。

そ
し
て
、
結
婚

情
報
サ
ー
ビ
ス
に
入
会
す
る
こ
と
で
「
恋
愛
結
婚
」
が
出
来
る
と
い
う
点
が
ア

ビ
ー
ル
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
広
告
戦
略
は
、
恋
愛
結
婚
が
増
加
し
恋
愛
結
婚
忘
向
が
強
ま
っ
て
い
る
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状
況
に
対
し
て
適
切
に
対
応
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で

の
鵡
資
結
果
等
を
見
る
限
り
、
結
婚
情
報
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
印
象
は
良
い
も

の
で
あ
る
と

い
難
い
。
た
と
え
ば
、
二
O
O
O
年
に
実
施
さ
れ
た
調
査
で

は
、
男
性
の
七

-
O
%
、
女
性
で
は
八
一
・
五
%
が
、
結
婚
情
報
サ
ー
ビ
ス

に
対
し
て
抵
抗
感
を
感
じ
て
い
た
(
結
婚
情
報
サ
ー
ビ
ス
協
議
会
一
一
0
0
0
)。

お
そ
ら
く
、

の
中
で
も
結
婚
情
報
サ
ー
ビ
ス
入
会
に
挺
抗
感
を
感
じ
て
い

た
人
は
少
な
く
な
い
だ
ろ
う
。
結
婚
情
報
サ
ー
ビ
ス
は
「
恋
愛
」
が
出
来
る
こ

と
を
ア
ピ
ー
ル
・
ポ
イ
ン
ト
と
す
る
こ
と
で
会
員
を
募
っ
て
お
り
、
会
員
も
ま

た
そ
れ
を
求
め
て
入
会
し
て
い
る
。
し
か
し
、
結
婚
情
報
サ
ー
ビ
ス
は
、
会
員

に
と
っ
て
「
恋
愛
」
あ
る
い
は
「
恋
愛
結
婚
」
と
し
て
受
け
入
れ
が
た
い
要
素

も
同
時
に
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
「
恋
愛
結
婚
」
を
求
め
る
彼
ら
が
、
ど
の
よ
う
な
理
由
か

ら
「
結
婚
情
報
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
の
結
婚
」
に
対
し
て
抵
抗
感
を
持
っ
て

い
る
の
か
を
検
討
す
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
結
婚
清
報
サ
ー
ビ
ス
が
拍
え
て
い

る
間
難
お
よ
び
そ
の
可
能
性
示
す
。
ま
た
、

そ
こ
か
ら
結
婚
が
ど
の
よ
う
に
捉

え
ら
れ
、
ど
う
あ
る
べ
き
だ
と
考
え
て
ら
れ
て
い
る
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
と

と
も
に
、
現
代
に
お
け
る
恋
愛
結
婚
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

百

結
婚
情
報
産
業
と
恋
愛
結
婚

1
.
新
し
い
ア
レ
ン
ジ
ド
・
マ
リ
ツ
ジ
の
登
場

和
泉
莱
伶
に
よ
る
と
、
「
結
婚
相
手
紹
介
業
」
「
仲
人
業
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う



る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
戦
後
の
構
造
的
結
婚
難
時
代
に

な
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
現
在
の
よ
う
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
性

絡
や
相
性
の
分
析
安
行
う
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
「
結
婚
情
報
サ
ー
ビ
ス
」
が
日

本
に
登
場
し
た
の
は
、
恋
愛
結
婚
が
優
勢
と
な
っ
た
陸
後
の

h
川ω
ト
い
「J
F十
半
、
、
こ

j

<
ffl

人
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
結
熔
紹
介
業
者
「
ア
ル
ト
マ
ン
」
は
一
九
七
三
年
か
ら

会
員
獲
得
を
始
め
、

九
八
O
年
に
は
現
在
結
婚
情
報
サ
ー
ビ
ス
最
大
手
と
な
っ

て
い
る
「
O
玄
玄

C
」
が
設
立
さ
れ
た
(
和
泉
九
九
四
)
。

恋
愛
結
婚
が
鐙
勢
に
な
っ
て
も
「
異
性
と
の
出
会

い
の
機
会
が
な
い

に
と
っ
て
「
救
済

や

に
恵
ま
れ
な
か
っ

的
意
味
」
を
持
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
見
合
い
結
婚
が
な
く
な
る
わ
け
で
は
な

い
と
指
摘
し
て
い
る
。
そ
し
て
結
婚
情
報
産
業
を
「
新
し
い
形
態
の
見
合
い
結

と
位
山
一
問
、
つ
け
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

社
会
変
動
の
激
し
い
現
代
社
会
で
は
、
か
つ
て
の
仲
人
の
よ
う
に
結
婚

情
報
を
も
っ
た
側
人
は
少
な
く
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
登
場
し
た
の
が
、

結
婚
情
報
産
業
と
し
て
の
結
婚
相
談
所
で
あ
る
。
結
婚
相
談
所
は
、
結
婚

に
か
ん
す
る
情
報
告
集
中
管
理
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
結
婚
の
斡
旋
を
能

率
的
に
行
う
も
の
で
あ
る
。
最
近
で
は
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や
ビ
デ
オ
な
ど

を
活
用
し
て
、
横
報
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る
指

導
も
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
情
人
的
仲
人
と
は
違
っ
て
、
人
情
の
し
が

ら
み
に
拘
束
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
な
ど
の
利
点
も
あ
っ
て
、
利
用
者
も
多

し、

九
九
七

) 

。

森
岡
ら
は
結
婚
情
報
サ
i

ビ
ス
で
の
結
婚
を

)
結
婚
」
と
捉
え
て
い

る
が
、

で
は
一
体
何
が
「
恋
愛
結
婚
い
で
あ
り
、
「
見
合
い
結
婚
」
な
の
だ
ろ

う
か
。
結
婚
に
関
す
る
実
証
的
研
究
の
内
、

日
本
で
最
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る

も
の
の
一
つ
に
、
「
現
代
の
結
婚
|
|
日
米
の
比
較
』
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
の

中
で
、
ブ
ラ
ッ
ド
は
「
純
粋
な
見
合
結
婚
」
の
特
徴
と
し
て
「
主
導
性
や
判
断

に
お
け
る
他
者
依
存
」
「
伝
統
的
な
形
式
性
」
「
婚
前
交
際
の
欠
如
」
「
愛
情
の

欠
知
」
の
四
点
を
挙
げ
て
い
る

s
z
a

九
六
七
H

一
九
七
八
)
。

結
婚
情
報
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
婚
前
交
際
を
経
て
お
互
い
に
愛
情
を
感
じ
る
こ

と
が
出
来
れ
ば
結
婚
に
至
る
。
ま
た
、
い
わ
ゆ
る
「
見
合
い
結
婚
」
の
よ
う
な

「
伝
統
的
な
形
式
性
」
も
重
視
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に

よ
る
マ
ッ
チ
ン
グ
や
、

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
な
ど
、
他
者

に
よ
っ
て
主
導
さ
れ
る
と
い
う
側
面
は
持
っ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
「
他
者
依
存
」

の
性
格
を
持
つ
点
で
「
見
合
い
結
婚
」
に
近
い
が
、
「
伝
統
的
な
形
式
性
」
「
婚

前
交
際
の
欠
如
」
「
愛
情
の
欠
如
」
と
い
プ
た
い
わ
ゆ
る
「
見
合
い
結
婚
」
の

特
徴
を
備
え
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
伝
統
的
な
形
式
性
に
特
徴
づ
け
ら
れ

た
「
お
見
合
い
い
を
想
像
さ
せ
る

い
結
婚
」
と
い
う
表
記
は
適
切
で
な

い
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
結
婚
情
報
サ
ー
ビ
ス
で
の
結
婚
を
新

し
い
ア
レ
ン
ジ
ド
・
マ
リ
ッ
ジ

2

と
呼
ぶ
こ
と
に
し
よ
う
。

z
.

「
恋
愛
結
婚
」
の
現
在

「
恋
愛
は
そ
の
本
質
t

、
結
纏
と
は
樹
立
不
能
な
も
の
で
あ
る
」
と
、
ル
ー

ジ
ュ
モ
ン
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に

(
m
s
m
o
g
o
毘

一
九
五
九
)
、
恋
愛
と
結

婚
が
相
区
背
反
的
な
性
格
を
持
っ
て
い
る
こ
と
は
、
多
く
の
論
者
に
よ
っ
て
詰
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ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
近
代
以
降
、
井
上
俊
が
詳
縮
に
論
じ
た
よ
う
に
、
反
制

度
的
性
格
・
反
社
会
的
性
格
を
持
っ
た
恋
愛
と
、
社
会
秩
序
の
根
幹
と
し
て
の

性
実
を
持
つ
結
婚
の
相
互
矛
百
が
縮
小
し
、
両
者
を
結
び
つ
け
る
恋
愛
結
婚
イ

デ
オ
ロ
ギ
ー
に
よ
っ
て
「
恋
愛
結
婚
」
は
生
み
出
さ
れ
た
。
「
恋
愛
結
婚
」
は

や

の
イ
メ
ー
ジ
を
伴
っ
て
お
り
、

い
結
婚
」
よ
り
も

価
値
の
高
い
も
の
で
あ
る
と
い
う
嵐
潮
が
作
り
出
さ
れ
た
(
井
上吋

'
a
ι
U
J
J
4
4
4
〆
ハ
》

一
寸
ノ
1
1
一
一
一
}

山
田
昌
弘
は
、
恋
愛
結
婚
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
特
識
と
し
て
次
の
一
一
一
点
を
挙
げ

て
い
る
。
(
1
)「
結
婚
し
た
い
か
ど
う
か
」
が
基
準
と
な
る
た
め
、
恋
愛
し
て

い
る
か
ど
う
か
が
ク
リ
ア
に
な
る
。

(
2
)恋
愛
は
結
婚
へ
の
プ
ロ
セ
ス
と
し

て
位
霞
づ
け
ら
れ
る
。

(
3
)す
べ
て
の
結
婚
は
恋
愛
結
婚
で
あ
る
べ
き
こ
と

が
社
会
的
通
念
に
な
る
(
山
田

九
九
問
)
。
こ
の
よ
う
に
恋
愛
が
結
婚
の
前

提
と
な
る
中
で
、
恋
愛
結
婚
お
よ
び
恋
愛
結
婚
希
望
者
は
治
加
し
て
お
り
、
恋

愛
結
婚
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
な
お
維
持
・
強
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
伺
え
る
。

恋
愛
関
係
を
近
代
に
特
殊
な
関
係
で
あ
る
と
考
え
た
ギ
円
ア
ン
ズ
は
、
「
純
粋

な
関
係
性
」
と
い
う
理
論
を
提
起
し
て
い
る
。
「
純
粋
な
隠
係
性
」
と
は
、
両

者
の
合
意
の
み
に
よ
っ
て
成
立
し
、

そ
の
合
意
が
続
く
限
り
に
お
い
て
、
存
続

す
る
関
協
の
こ
と
で
あ
る
吉
広
円
山
刊
誌一九
九
二
H

一
九
九
五
)
。
こ
の
よ
う
な

関
係
性
は
、
存
続
も
解
消
も
、
個
人
の
選
択
に
委
ね
ら
れ
て
い
く
。
そ
の
た
め
、

現
在
で
は
親
に
反
対
さ
れ
て
結
婚
を
や
め
た
り
、
逆
に
相
談
し
て
決
め
た
り
す

る
と
い
っ
た
こ
と
は
少
江
く
な
っ
た
。

つ
ま
り
、
個
人
の
意
思
・
選
択
に
よ
っ

て
「
自
由
」
に
恋
愛
結
婚
を
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
。

閣

誤
査
の
報
要

110 

1
.

調
査
方
法

調
査
の
実
施
に
あ
た
り
、
結
婚
情
報
サ
ー
ビ
ス
協
議
会
に
調
査
協
力
を
依
頼

し
た
。
結
婚
椅
報
サ
ー
ビ
ス
協
議
会
は
、
個
人
情
報
の
保
護
や
ク
i

リ
ン
グ
オ

フ
制
度
な
ど
の
自
主
規
制
を
定
め
る
業
界
団
体
で
あ
り
、

一
九
九
O
年
に
設
立

さ
れ
た
。
現
在
、
O
玄
室
。
、
サ
ン
マ
ー
ク
ラ
イ
フ
ク
リ
エ

i

シ
ョ
ン
、

ツ
ヴ
ァ

ィ
、
p
a

結
婚
相
談
チ
ェ
ー
ン
の
間
社
が
加
盟
し
て
お
り
、
会
員
数
合
計
は

約
十
四
万
人
と
な
っ
て
い
る
。

本
調
査
は
、
結
婚
情
報
サ
ー
ビ
ス
協
議
会
加
盟
会
社
で
活
動
中
の
会
員
の
内
、

0
1
四
O
歳
の
独
身
男
女
、
一
一
O
O
一
年
四
月1

一
一
月
ま
で
の

入
金
者
を
対
象
と
し
て
、

一
一
年
七
月
に
郵
送
法
で
実
施
中
。
れ
た
。
得
加

盟
会
社
の
名
簿
に
基
づ
い
て
、

る
会
員
を
無
作
為
に
抽
出
し
、
未
婚
男

女
間
七
二
ハ
名
に
ア
ン
ケ
i

ト
を
郵
送
し
た
。
同
収
票
八
五
三
票
の
内
、
有
効

票
は
八
四
九
票
で
、
有
効
回
収
率
は
一
八
・
O
%
で
あ
る

(
3
)
O

2
.

対
象
者
の
属
性

分
析
対
象
と
な
る
の
は
男
性
三
五
一
人
(
四

で
、
合
計
八
四
九
人
で
あ
る
。
平
均
年
齢
は
男
性
一
一
一
一

-
一
一
一
%
)
、
女
性
四
九
八
人

(
五
八
・
七
%
)

歳
、
女
性
一
三
・
一
一
一
歳
で
、
年
齢
別
の
割
合
は
、
二0
1
A
一
四
議
七
・
七
%
、

五
1

二
九
歳
二
六
・
m
m
%
、
三0
1
一
一
一
四
歳
一
-
八
%
、
三
五
1

問
。
歳

-
二
%
と
な
っ
て
い
る
。
対
象
者
の
学
際
は
、
中
学
・
高
校
卒
二

匹i

%
、
専
門
学
校
卒

-
一
%
、
短
大
・
高
専
卒
一
七
・
八
%
、
大
学
・
大
学



院
卒
一

-
八
%
と
な
っ
て
お
り
、
収
入
に
つ
い
て
は
二
O
O
万
円
未
満

. 

五
%
、
二
0
0
1
四
O
O
万
円
未
満
一
一
一
九
・
五
%
、四
0
0
1
六
O
O
万
円
未

満
三
五
・
一
%
、
六
0
0
1
八
O
O
万
円
未
満
九
・
O
%
、
八
O
O
万
円
以
k

二
-
六
%
だ
っ
た
。
ま
た
、
結
婚
情
報
サ
ー
ビ
ス
に
入
会
し
て
か
ら
の
.
ネ
均
会

長
期
間
は

五
・
二
ヶ
月
と
な
っ
て
お
り
、
期
間
別
の
割
合
は
六
ヶ
月
未
満
一

五
・
五
%
、
六
ヶ
月
以
上

% 

一
二
ヶ
月
以
上
一
八

一
一
ヶ
月
未
満
一
一
一
二
・

ヶ
月
未
満
一
一0
・
八
%
、

一
八
ヶ
月
以
上

@
六
%
で
あ
る
。

w
.
抵
抗
感
と
そ
の
理
由

1
.

基
本
的
属
性
と
抵
抗
感

ま
ず
、
結
婚
情
報
サ
ー
ビ
ス
に
対
し
て
抵
抗
感
を
感
じ
た
人
が
ど
の
く
ら
い

い
る
の
か
、

一
体
ど
の
よ
う
な
人
た
ち
が
抵
抗
感
を
強
く
持
っ
て
い
る
の
か
を

見
て
お
こ
う
。
表
l

は
、
抵
抗
感
の
有
無
と
属
性
等
の
関
連
を
ク
ロ
ス
集
計
表

と
し
て
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
調
査
で
は
「
結
婚
情
報
サ
ー
ビ
ス
に
入
会
す
る

に
あ
た
り
抵
抗
感
は
あ
り
ま
し
た
か
」
と
い
う
質
問
に
対
し
て
六
七
・
三
%
の

人
が
抵
抗
感
を
感
じ
た

(
「
非
常
に
あ
っ
た
」
「
あ
っ
た
」
)
と
答
え
た
。
男
女

別
に
見
る
と
抵
抗
感
を
持
っ
て
い
た
人
は
、
男
性
で
五
九
・
一
%
だ
っ
た
の
に

対
し
て
、
女
性
で
は
七
三
・
一
%
と
な
っ
て
い
た
。
特
に
「
非
常
に
あ
っ
た
」

と
答
え
た
女
性
は

. 
%
に
の
ぼ
り
、
男
性
の
八
・
九
%
と
比
べ
際
だ
つ

て
大
き
な
値
と
な
っ
て
い
た
。
性
別
と
抵
抗
感
の
有
無
に
は
、

%
水
準
で
有

意
な
関
連
が
あ
り
、
男
性
に
比
べ
て
女
性
の
方
が
抵
抗
感
を
持
ち
や
す
い
。
次

に
、
年
齢
お
よ
び
学
肢
と
の
ク
ロ
ス
集
計
を
行
っ
た
が
、
関
連
は
認
め
ら
れ
な

か
っ
た
。
た
だ
し
、
学
歴
に
つ
い
て
は
男
女
で
傾
向
が
逆
に
な
っ
て
い
る
点
は

興
味
深
い
。
男
性
は
学
躍
が
高
い
と
抵
抗
感
の
あ
る
人
が
多
い
が
、
反
対
に
学

肢
の

い
女
性
に
は
抵
抗
感
の
低
い
傾
向
が
読
み
取
れ
る
。
こ
の
傾
向
は
収
入

と
抵
抗
感
の
関
連
に
よ
り
鵠
絡
に
表
れ
て
い
る
。
男
性
に
限
れ
ば
収
入
と
抵
抗

感
は
有
意
に
関
連
し
て
お
り
、
収
入
の
高
い
人
ほ
ど
抵
抗
感
を
持
っ
て
い
る
。

逆
に
収
入
の
多
い
女
性
で
は
、
抵
抗
感
が
少
な
い
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、

収
入
の
低
い
男
性
は
結
婚
し
に
く
い
と
い
う
統
計
的
事
実
が
知
ら
れ
て
い
る
よ

う
に
、
高
収
入
男
性
は
「
結
婚
し
や
す
い
」
は
ず
だ
か
ら
こ
そ
結
婚
情
報
サ

i

ビ
ス
へ
の
抵
抗
感
が
強
い
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

き
ょ
う
だ
い
関
係
に
つ
い
て
検
討
し
た
結
果
、
長
女
、
次
女
以
下
、
次
男
以

下
に
つ
い
て
は
、

い
ず
れ
も
七
O
%
以
上
の
人
が
抵
抗
感
を
感
じ
て
い
た
の
に

対
し
て
、
長
男
の
み
五
五
・
五
%
と
特
に
低
い
値
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
た
。
ま
た
女
性
に
つ
い
て
の
み
、
同
居
者
の
有
無
と
抵
拭
感
が
有
意

に
関
連
し
て
い
た
。
同
居
者
の
い
る
人
で
は
六
七
・
四
%
、

人
暮
ら
し
の
人

で
は
八
一
一
・
七
%
が
挺
抗
感
を
感
じ
て
い
た
。
長
男
や
同
居
者
の
い
る
女
性
で

抵
抗
感
が
低
い
こ
と
の
背
景
に
は
、
家
族
か
ら
結
婚
へ
の
圧
力
な
ど
イ
エ
の
規

範
が
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

最
後
に
、
結
婚
情
報
サ
ー
ビ
ス
で
の
結
婚
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か

と
、
抵
抗
感
の
関
連
に
つ
い
て
も
見
て
お
こ
う
。
本
調
査
で
は
、
「
結
婚
情
報

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
出
会
っ
た
人
と
の
結
婚
は
、
ど
の
結
婚
の
形
態
に
近
い

と
思
い
ま
す
か
」
と
い
う
問
い
に
対
し
て
、
「
見
合
い
結
婚
に
近
い
(
間
十
六
・

一
%
)
」
「
見
合
い
で
も
恋
愛
で
も
な
い
新
し
い
形
(

一
・
O
%
と
「
恋
愛

結
婚
に
近
い
〆ヘ

一
一
・
七
%
と
と
い
う
三
つ
の
阿
茶
選
択
肢
を
用
意
し
た
。
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非常にあった
+あった

全体 ? 67.3% 

性別 (x 2=18.184 (d .f.=l) 、 V口 .146料)

男性 59.1% 

久性 73.1% 

(x 2=1.402 (d .f .o"2) 、 V=.04 1)

30 歳未満 64.796 35.3% 

30-35 歳未満 69.0% 31β% 

35 歳以上 68.4% 31.6% 

<男性のみ>学際 (x2=6.654 (d. f. =3) 、 V詰 138)

1):1学・高校卒 50.5% 49.5% 105 (人)

専門学校判長 55.9% 44.1% 68 (人)

短大・高等不 70β% 30.0% 10 (人)

大学・大学院ネ 65.3% 34.7% 167 (人)

〈久1主のみ>学歴 (x2=5.135 (d. f. =3) 、 V=.102)

[]:I学・高校卒 7:).3% 26.7% 

専門学校卒 80.3% 19.7% 

短大・高専卒 72.1% 27.9% 

;大学・大学院卒 68.4% 31.6% 

く労性のみ>Jjj(入 (x 2立7.103 (d .f出2) 、 V口.143つ

400 万円米j前 48.5% 51.5% 101 (人)

400-6∞万円未満 62.8% 37.2% 180 (人)

600 万円以上 66.2% 33.8% 68 (人)

<女性のみ>収入 (x2=.211 (d .f .=2) 、 V=.021)

400 万円未満 73.5% 26.5% 

400-600 万円未満 74.1% 25.9% 

600 万円以上 70.0% 30.0% 

きょうだし、 1M!係 (x2=24.625 (d .f.=3) 、 V出 .171料)

長男 55.5% 44.5% 

長女 73ρ% 26.1% 

次男以下 70.0% 30.0% 

tr.以下 71.3% 28.7% 

<労性のみ> Cx2出.494 (d. f.=l)、 V=.038)

一人暮らし 60.8% 39.2% 189 (人)

同局者あり 57.1% 42.9% 161 (人)

<女:性のみ> (x 2=13.822 (d .f.=l)、 V=.167料)

一人等らし 82.7% 17.3% 185 (人)

間際者あり 67.4% 32.6% 313 

結官邸辞世サーどスでの結婚の捉え方 (x2=8.329 (d.f出2) 、 V出.100つ

見合い結婚に近い 72.4% 27.6% 388 (人〉

新しいJf3 63.7% 36.3% 251 (人)

恋愛結婚に近い 62.3% 37.7% 199 

V は Cramer の V 係数、料は 1%水準、*は 5%水準で有;窓な値
を示す

信義性と結婚矯毅サーピスに対する抵抗慾のクロス主義計議

全くなかった
+あまりな均、った

32.7% 848 (人)

メ入ミZ二 J
仁コロ l

350 (ノ1，..)

498 (人〕

289 (人)

303 (人)

256 (人)

75 (人)

127 (人)

140 (人)

152 (人〉

表 1

40.9% 

26.9% 

ク
ロ
ス
集
計
の
結
果
、
結
婚
情
報
サ
ー
ビ
ス
で
の
結
婚
を
恋
愛
結
婚
と
据
え
て

い
る
人
で
最
も
抵
抗
感
が
小
さ
く
、
逆
に
見
合
い
結
婚
だ
と
思
っ
て
い
る
人
で

最
も
大
き
か
っ
た
。
こ
こ
か
ら
は
恋
愛
結
婚
規
範
の

大
き
さ
が
伺
え

る
。
以
上
本
現
で
は
、
収
入
な
ど
社
会
経
済
的
指
標
の

の
い
る
女
性
、
結
婚
靖
報
サ
ー
ビ
ス
で
の
結
婚
を

強
い
こ
と
、

い
男
性
は
抵
拭
感
が

恋
愛
と
考
え
て
い
る
人
は
抵
抗
感
が
低
い
と
い
う
こ
と
を
確
認
し
た
。

347 (人)

116 (人)

30 

112 

256 (人)

356 (人)

90 (人)

136 (人)

2
.
抵
抗
感
安
感
じ
る
理
由

次
に
、
本
稿
の

で
あ
る
結
婚
情
報
サ
ー
ビ
ス
に
対
し
て
抵
抗
感
を
感
じ

た
理
由
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。
こ
こ
で
は
ま
ず
、
抵
抗
感
を
感
じ
た

人
が
自
由
回
答
の
な
か
で
具
体
的
に
ど
う
い
っ
た
語
に

て
い
る
の
か
を

見
て
い
く
7
v
o

頗
出
藍
数
の
高
い

に
は
、
(
1
)

二
「
入
会
金
」

「
金
額
」
「
払
う
」
と
い
っ
た
費
用
安
一
不
す
言
葉
ゃ
、
(
2
)「
友
人
」
「
閤
盟
」

「
周
り
」
「
恥
ず
か
し
い
」
な
ど
時
間
に
知
ら
れ
る
こ
と
に
対
す
る
抵
抗
を
示
す

(
3
)寸
他
の
人
は
普
通
に
お
相
手
を
見
つ
け
て
い
る
の
に
、
相
手
が
臼



然
に
み
つ
か
ち
り
な
い
こ
と
を
自
分
で
認
め
る
の
に
抵
抗
が
あ
っ
た
い
と
い
う
出

答
山
内
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
「
自
然
」

「
見
つ
け
る
」
「
見
つ
か
る
」

な
ど
、
自
分
の
力
、
生
活
範
到
の
中
で
自
然
に
相
手
を
見
つ
け
た
い

と
い
う
こ
と
に
言
及
す
る
言
葉
、

(
4
)「
入
会
さ
れ
て
い
る
方
の
イ
メ
ー
ジ
が

悪
か
っ
た
」
「
結
婚
指
談
所
は
、
吋
結
婚
し
た
い
人
』
よ
り
吋
結
婚
で
き
な
い

の

る
と
こ
ろ
・
・
・
・
の
隊
な
暗
い
イ
メ
ー
ジ
の
よ
う
な
回
答
併
が
あ
る
よ

う
に
、
会
良
に
対
す
る
イ
メ
i

ジ
の

る
「
イ
メ
i

ジ

i三
結
婚
」

「
入
会
」
つ
不
安
」
と
い
っ
た
言
葉
が
挙
げ
ら
れ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
語
句
が
ど
う
い
っ
た
形
で
使
用
さ
れ
て
い
る
の
か
、
す
べ
て
の

同
答
内
容
を
線
認
し

で
分
類
を
行
っ
た
。

「
コ
ス
ト
」

と
い
っ
た
刑
訴
が
含
ま
れ
て
い
る
ケ
i

ス
は

a

費
用
が
か
か
る
こ
と
へ

0) 

と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
、
「
恥
ず
か
し
い
い

、
色
、
コ
ス
ノ
、
a
~

寸
口
H
tヘ
こ
れ
山
山

ラ

4
1
M
L

一
んx
i
f
l
u‘
t

ら
れ
る
」
「
阪
間
体
」
と
い
っ
た
こ
と
に

て
い
る
場
合
は
《
人
に
知
ら

れ
る
こ
と
・
恥
ず
か
し
さ
へ
の
言
及
》
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
に
含
め
る
と
い
う
形

で
作
業
を
進
め
た
。
そ
の
結
果
、
表

2

の
よ
う
な
じ
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
が
作
成
主

れ
た
。
た
だ
し
、
接
数
の
盟
由
に

て
い
る
回
答
は
、

の
カ
テ
ゴ
リ

に
分
類
し
て
い
る
。
次
項
以
務
で
は
、
具
体
的
に
問
答
内
容
に
触
れ
な
が
ら
、

検
討
を
進
め
て
い
く
。

3
.
恋
愛
結
婚
と
お
金
の
あ
い
だ

他
者
の
介
入
に
対
す
る
挺
抗
感

表
2

に
一
ぶ
し
た
よ
う
に
、
抵
拭
感
を
感
じ
た
現
出

っ
た
の
は
、

九
-
e

‘
%
の
人

て
い
た
、

《
お
ん
ぶ
@
費
用
が
か
か
る
こ
と
へ
の
一
λ

及
》
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
結
婚
情

報
サ
ー
ビ
ス
で
か
か
る
平
均
的
な
賛

市
は
、
年
間
で
お
よ
そ

。
万
円
か

ら
問
。
万
円
と
な
っ
て
お
り
(
川
崎

決
し
て
安
い
と
は

、
i
弘
、

O

J
J
F
l
u
 

「
入
会
金
、

し、

し一

い
と
は
い
え
な
か

っ
た
為
」
な
ど
の
凶
答
に
見
ら
れ
る

よ
う
に
、
抵
抗
感
を
感
じ
る
嬰
悶
と

な
っ
て
い
る
。
し
か
し
回
答
内
容
を

見
て
い
く
と
、
お
金
に
一
言
及
し
て
い

る
の
は
、
援
用
の
い
u
向
さ
の
た
め
だ
け

で
は
な
い
こ
と
が
分
か
る
。

や
会
費
な
ど
費
用
に

て
い
る

同
町λげ
の
中
で
は
、

に
お
金
を

「
将
米
の
パ
ー
ト
ナ
ー
を
お
金
で
買
う
」

「
お
金
を
払
っ

払
う
こ
と
に
つ
い
て

結婚情報サービスに抵抗感を感じた蕊砲号室 2

て
、
結
婚
相
手
を
見
つ
け
る
の
に
抵
抗
が
あ
っ
た
」
と
い
っ
た
こ
と
が
述
べ
ら

強
い
抵
抗
感
が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

れ
て
お
り
、
結
婚
相
手
を
捜
す
た
め
に
お
金
を
か
け
る
と
い
う
こ
と
に
対
し
て

つ
ま
り
、
会
員
た
ち
は
お
金
を
支
払
う
と
い
う
こ
と
と
、

や

つ
け
る
こ
と
ん
が
結
び
つ
く
こ
と
に
強
く
抵
抗
を
感
じ
て
い
る
の

、
i
h

、
e

、
、

1
7
7
F
1
U
 

で
ふ
る
。
そ
の
窓
昧
で
関
連
が
深
い
と
思
わ
れ
る
た
め
、
次
に
《
他
者
に
頼
ら

へ
の
→
一
口
投
》
カ
テ
ゴ
リ
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
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」
の
カ
テ
ゴ
リ
は
三
番
目
に
多
く
、

-
六
%
の
人
が
挙
げ
て
い
る
。
こ
の

理
由
に
一
一
品
及
し
て
い
る
人
の
内
、
五
一
一
・
六
%
が
結
婚
情
報
サ
ー
ビ
ス
で
の
結

婚
を
「
見
合
い
結
婚
に
近
い
」
と
考
え
て
い
た
。

つ
ま
り
、
結
婚
情
報
サ
i

ヒ
ス
で
の
出
会
い
や
悲
愛
、
結
婚
を
「
島
然
の
出
会
い
」
「
普
通
の
恋
愛
」
「
自

然
な
恋
愛
結
婚
」
で
は
な
い
と
捉
え
て
い
る
。

結
婚
晴
報
サ
ー
ビ
ス
で
の
結
婚
を
「
見
合
い
結
婚
に
近
い
」
と
答
え
た
人
た

ち
は
、
特
に
「
跨
り
に
は
、
恋
愛
で
結
婚
し
て
い
る
人
が
多
い
」
「
周
囲
は
、

こ
う
い
う
所
に
入
ら
な
く
て
も
ち
ゃ
ん
と
恋
愛
を
し
て
い
る
」
「
こ
う
い
う
も

の
に
頼
ら
な
い
と
相
手
が
見
つ
け
ら
れ
な
い
の
か
・
:
と
自
分
自
身
が
清
け
な
く

思
う
」
「
普
通
の
悲
愛
が
で
き
な
い
の
は
落
ち
こ
ぼ
れ
の
よ
う
で
後
ろ
め
た
い

と
い
っ
た
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
感
情
を
経
験
し
て
い
る
。
ま
た
「
人
の
世
話
が
な
い

と
結
婚
相
手
が
見
つ
け
ら
れ
な
い
不
自
然
さ
、
お
金
で
契
約
す
る
と
こ
ろ
」
と

い
っ
た
コ
メ
ン
ト
も
見
ら
れ
る
。

つ
ま
り
、
日
常
生
活
の
中
で
知
り
合
う
こ
と

が
「
白
川
慨
に
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
結
婚
情
報
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
は
「
不
自
然
」

で
あ
り
「
落
ち
こ
ぼ

で
あ
る
と
い
う
意
識
が
強
い
。
以
上
の
よ
う
に
、
結

婚
相
手
を
探
す
た
め
に

を
支
払
い
、
他
者
の
介
入
を
受
け
る
こ
と
に

対
し
て
、
非
常
に
強
い
抵
抗
を
感
じ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

2 

「
恋
愛
結
婚
」
像
の
添
離

彼
ら
が
準
拠
集
団
と
し
て
い
る
の
は
「
開
聞
い
で
「
普
通
で
自
然
な
恋
愛
結

婚
」
を
し
て
い
る
人
た
ち
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
「
世
間
同
一
般
的
に
大
多
数
が

普
通
に
恋
愛
結
婚
を
し
て
い
る
。
(
結
婚
情
報
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
な
い
と

と
述
べ
る
会
員
が
い
る
こ
と
か
ら
も
分
か
る
。

つ
ま
り
、
恋
愛
結
婚
規
範
を
強

く
内
面
化
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
「
恋
愛
結
婚
を
買
う
」
た
め
に
高
額
の
費
用
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を
支
払
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
恋
愛
結
婚
」
を
求
め
て
入
会
す
る
が
、
こ
こ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
お

金
を
支
判
い
う
こ
と
、
他
者
の
介
入
を
受
け
入
れ
る
こ
と
は
、
会
員
が
求
め
る

「
恋
愛
結
婚
」
像
と
は
異
な
る
も
の
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
。
恋
愛
結
婚
規

範
が
強
く
「
普
通
の
恋
愛
」
「
自
然
な
恋
愛
結
婚
」
を
望
む
彼
ら
の
中
で
、
新

し
い
ア
レ
ン
ジ
ド
・
マ
リ
ッ
ジ
の
利
用
と
「
恋
愛
結
婚
」
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー

と
が
矛
居
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
結
婚
情
報
サ
ー
ビ
ス
会
社
は
、
お
金
を
受

け
取
り
自
ら
が
介
入
し
て
「
出
会
い
」
を
提
供
し
た
後
、
会
員
向
土
の
交
離
に

よ
っ
て
「
恋
愛
結
婚
」
は
成
立
す
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

つ
ま
り
、
こ
こ
に
会
員
が
望
ん
で
い
る
「
恋
愛
結
婚
」
像
と
、
結
婚
情
報
サ
l

ビ
ス
側
が
提
示
す
る
像
と
の
殺
離
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
「
出
会
い
が
作
ら
れ

て
い
て
自
然
で
な
い
」
「
商
売
人
に
た
よ
る
と
い
う
こ
と
の
み
じ
め
さ
い
と
い
っ

た
気
持
ち
を
抱
く
に
至
る
。
し
た
が
っ
て
、
お
金
を
支
払
っ
て
入
会
し
て
も
、

逆
に
入
会
し
な
く
て
も
、
恋
愛
結
婚
が
出
来
な
い
と
感
じ
る
と
い
う
、
ジ
レ
ン

マ
に
陥
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

4
.
他
の
会
員
と
会
員
で
あ
る
自
分

人
に
知
ら
れ
る
こ
と
に
対
す
る
抵
抗
感

次

八
・
七
%
の
人
が
挙
げ
て
い
た
《
人
に
知
ら
れ
る
こ
と
・
恥
ず
か
し

さ
へ
の

と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
。

の
自
由
問
答

を
見
る
限
り
、
結
婚
情
報
サ
ー
ビ
ス
入
会
に
捺
し
て
「
ま
わ
り
の
反
応
」
が
気

に
な
り
、
抵
抗
感
を
抱
い
て
し
ま
う
と
い
う
人
は
少
な
く
な
い
。



彼
ら
に
と
っ
て
「
恋
愛
結
婚
」
は
お
金
を
支
払
っ
た
り
、
他
者
の
介
入
を
受
け

た
り
す
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
、
結
婚
情
報
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
「
恥

ず
か
し
い
」
「
格
好
悪
い
」
こ
と
で
あ
る
と
受
け
止
め
、
ざ
る
を
得
な
い
。
ま
た

「
家
族
、
友
人
な
ど
に
知
ら
れ
た
く
な
い
」
「
ま
わ
り
の
知
人
に
知
ら
れ
る
の
で

は
な
い
か
」
と
い
う
不
安
を
揃
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
本
調
査
の
対
象
で
は
、

結
婚
清
報
サ
ー
ビ
ス
入
会
に
関
し
て
、
男
性
で
は
八

0
・
九
%
、
女
性
で
は
四

-
四
%
が
入
会
前
に
誰
に
も
相
談
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
入
会
後
も
会
員
で

あ
る
こ
と
を
男
性
の
五
四
・
四
%
、
女
性
で
は

-
七
%
が
誰
に
も
話
し
て

、
よ
、
急
っ
こ

o

p
L
V
J
J
ム
以
手

J

人
に
知
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
不
安
の
背
景
に
は
、
「
体
裁
が
惑
い

「
人
に
『
自
分
で
抑
制
手
を
見
つ
け
ら
れ
な
、と
思
わ
れ
る
」
「
吋
結
婚
楕
報
サ
i

ビ
ス
を
利
用
し
な
い
と
結
婚
で
き
な
い
人
』
と
思
わ
れ
る
の
が
イ
ヤ
で
抵
抗
感

{
〉
〉
:
。

ム
υ
ふ
d
~
，
中
h

て
な
い
く
ん
』
「
も
て
な
い
さ
ん
』
と
思
わ
れ
る

俗
に
い
う

の
が
イ
ヤ
」
と
い
っ
た
回
答
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
時
間
の
ま
な
ざ
し
に
対
す

る
意
識
が
う
か
が
え
る
。
彼
ら
は
、
結
婚
情
報
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が
「
体
裁
の

い
こ
と
で
あ
る
」
と
い
う
、
周
囲
が
会
員
に
対
し
て
持
つ
と
思
わ
れ
る
印
象

を
内
面
化
し
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
不
安
を
感
じ
て
い
る
で
あ
る
。

2 

他
の
会
員
に
対
す
る
不
安

さ
ら
に
こ
の
よ
う
な
意
識
は
、
結
婚
情
報
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
で

「
自
分
の
プ
ラ
イ
ド
を
傷
つ
け
る
」
と
い
う
自
分
自
身
に
つ
い
て
の
不
安
を
か

き
立
て
る
の
み
で
は
な
く
、
潜
在
的
に
は
自
分
の
配
偶
者
候
補
と
な
る
他
の
会

員
た
ち
に
対
す
る
不
安
を
も
引
き
起
こ
し
て
い
る
。
結
婚
情
報
サ
ー
ビ
ス
入
会

に
抵
抗
感
を
感
じ
た
理
由
と
し
て
四
番
目
に
多
か
っ
た
も
の
が
《
魅
力
の
な
さ

な
ど
、
他
の
会
員
に
対
す
る
不
安
へ
の
言
及
》
で
、

一
一
一
一
・
一
%
の
人
が
栄
げ

て
い
た
。

自
由
記
述
で
は
「
男
性
の
質
が
懇
そ
う
」
「
入
会
す
る
人
は
、

モ
テ
な
い
人

魅
力
が
な
い
人
と
い
う
考
え
方
が
一
般
的
」
「
結
婚
相
談
所
は
、
吋
結
婚
し
た
い

人
』
よ
り
吋
結
婚
で
き
な
い

の
集
ま
る
と
こ
ろ
」
「
吋
あ
ま
り
物
の
集
団
』

と
い
う
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
」
「
異
性
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
の
が
ド

手
な
方
が
多
い
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
」
「
何
か
大
き
な
欠
点
の
あ
る
方
も
、
多
く

い
ら
っ
し
ゃ
る
よ
う
で
す
・
-
借
金
が
あ
っ
た
り
自
己
中
の
人
だ
っ
た
り
不
潔

す
ぎ
た
り
」

の
回
答
が
あ
り
、
結
婚
情
報
サ
ー
ビ
ス
お
よ
び
そ
の
会
員
に
対

す
る
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
が
如
実
に
表
れ
て
い
る
。

し
か
し
、

へ
の
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
が
強
け
れ
ば
強
い
幌
、

そ
の
他
の

「
結
婚
出
来
な
い
人
の
集
団
に
入
っ
て
い
く
感
じ
が
し
た
い
「
?
」
う
で
も
し
な

い
と
結
婚
で
き
な
い
の
か
』
と
い
う
日
分
の
蛙
力
の
な
さ
を
儀
信
す
る
よ
う
な

気
が
し
た
」
「
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
な
い
と
結
婚
で
き
な
い
と
い
う
自
分
に
情
け

な
さ
を
感
じ
る
」
と
い
っ
た
コ
メ
ン
ト
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
よ
り
自
分
の
プ

ラ
イ
ド
を
傷
つ
け
る
結
果
に
つ
な
が
る
。

つ
ま
り
こ
こ
で
も
、
他
の
会
員
た
ち

を
「
結
婚
出
来
な
い
人
」
と
認
識
し
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
と
、
同
じ
サ
i

ビ

ス
を
利
用
し
て
い
る
自
分
の
プ
ラ
イ
ド
を
保
持
す
る
こ
と
と
の
間
で
ジ
レ
ン
マ

に
焔
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

115 一一アレンジド・マリッジの隠重量一一結婚情報サービス会良識変から



v
.
新
し
い
ア
レ
ン
ジ
、
ド
a

マ
リ
ツ
ジ
が
抱
え
る
困
難
と
そ
の
将
来

1
.

「
自
由
な
恋
愛
結
婚
」
と
い
う
不
自
由

こ
こ
ま
で
、
出
現
度
数
の
多
い
語
句
に
注
目
す
る
な
ど
し
て
分
類
作
業
を
行

ぃ
、
矧
答
率
例
を
検
討
し
た
へ
i

そ
の
結
果
、
結
婚
情
報
サ
ー
ビ
ス
が
直
面

し
て
い
る
最
も
大
き
な
困
難
は
、
会
員
た
ち
が
二
つ
の
大
き
な
ジ
レ
ン
マ
を
抱

え
て
い
る
と
い
う
点
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

現
在
、
恋
愛
が
必
ず
し
も
結
婚
に

結
び
つ
く
も
の
で
は
な
い
と
い
う
窓
識
は
普
及
し
て
い
る
も
の
の
、
結
婚
す
る

か
ら
に
は
恋
愛
の

し
た
い
と
い
う
意
識
は
よ
り
強
ま
っ
て
い
る
。
恋
愛

が
重
要
伝
も
の
と
認
識
さ
れ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
結
婚
首
相
惚
サ
ー
ビ
ス
は
戦
略

と
し
て
「
恋
愛
」
を
前
出
に
押
し
出
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
「
臼
然
の
出
会
い
」

叶
普
通
の
恋
愛
」
を
求
め

に
、
「
恋
愛
結
婚
」
と
し
て
認
識
さ
れ
て

い
ヲA
Vル
」

、
け
鮮
市J
o

t
-
7
i
 

の
対
象
は
、
結
婚
情
報
サ
ー
ビ
ス
の
会
員
と
い
う
ご
く
限
ら
れ
た
人

た
ち
で
は
あ
る
が
、
し
か
し
本
稿
で
検
討
し
て
き
た
こ
と
は
結
婚
椅
報
サ

i

ど

ス
会
員
だ
け
に
関
連
す
る
問
題
で
は
な
い
。

が
以
上
の
よ
う
な
二
つ

の
ジ
レ
ン
マ
を
抱
え

に
は
、
結
婚
は
恋
愛
に
基
づ
く
べ
き
で
「
恋
愛
結

婚
」
に
去
る
「
普
通
の
出
会
い
」
は
お
金
と
交
換
出
米
る
も
の
で
は
な
く
、
ま

た
他
者
が
介
入
す
べ
き
で
は
な
い
と
い
っ
た
極
め
て
強
い
規
範
が
存
在
し
て
い

る
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、

そ
れ
が
出
来
ず
に
結
婚
情
報
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

し
て
い

に
対
し
て
「
も
て
な
い
人
」
ば
か
り
で
は
な
い
か
と
い
う
不
安

が
生
じ
、
そ
う
い
っ
た
意
識
は
同
時
に
会
員
た
ち
の
自
己
イ
メ
ー
ジ
も
約
四
つ
け

f
旬
、
}
』

o

t
{
-
f
L
U
J
J
 

求
め
ら
れ
て
い
る
恋
愛
結
婚
が
「
自
分
の
力
で
相
手
を
見
つ
け

と
い
う
形

116 

で
促
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
自
由
な
恋
愛
結
婚
が
可
能
に
な
り
つ
つ
あ
る

現
在
は
、
同
時
に
「
自
由
な
恋
愛
結
婚
」
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
に
も

な
っ
て
い
る
こ
と
が
伺
え
た
。
会
員
自
身
が
「
結
婚
で
き
な
い
人
が
最
後
の
手

段
と
し
て
入
会
す
る
よ
う
な
と
こ
ろ
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
結
婚
清
報
サ
!

ビ
ス
は
「
救
済
的
意
味
い
を
持
っ
て
い
る
と
一
甘
悶
え
よ
う
。
た
だ
し
、
そ
の
た
め

に
新
し
い
ア
レ
ン
ジ
ド
・
マ
リ
ッ
ジ
は
極
め
て
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
促
え
ら
れ
方
を

し
て
い
る
。
森
関
ら
が
指
摘
し
た
よ
う
に
「
救
済
的
意
味
」
を
持
っ
て
い
る
か

ら
こ
そ
な
く
な
ら
な
い
の
か
も
知
れ
な
い
(
森
昭
@
望
月
一
九
九
七
)
。
し
か

し
、
逆
に
そ
の
よ
う
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
、
結
婚
情
報
サ
ー
ビ
ス
で

の
結
婚
は

と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
会
員
た
ち
の
認
識

を
よ
り
強
め
て
い
る
。

つ
ま
品
、
内
ノ
、

ア
レ
ン
ジ
ド
・
マ
リ
ッ
ジ
が
抱
え
る
担
難
は
、

「
救
済
的
意
味
」
を
持
っ
て
い
る
と
認
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
か
え
っ

て
救
済
と
し
て
の
意
味
が
減
じ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
、

ア
イ
ロ
ニ
カ
ル
な
状
況

の
中
で
構
成
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

2
.

圏
難
解
消
の
可
能
性

で
は
、
新
し
い
ア
レ
ン
ジ
ド
@
マ
リ
ッ
ジ
が
抱
え
る
こ
う
し
た
悶
難
が
解
消

さ
れ
る
こ
と
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
「
恋
愛
結
婚
」
は
、
お
金
と
交
換
出
来
る

も
の
で
は
な
く
、
ま
た
他
者
の
介
入
を
受
け
る
も
の
で
も
な
い
と
捉
え
ら
れ
て

い
た
。
し
か
し
、
結
婚
す
る
こ
と
が
構
造
的
に
難
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
現
在
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
(
山
田一九
九
六
)
、し司a

れ
ま
で
個
人
の

の
み
に
任
さ
れ
て
き
た
「
恋
愛
結
婚
の
き
っ
か
け
を
見
つ



け
る
こ
と

の
外
部
化
@
サ
ー
ビ
ス
化
が
進
む
こ
と
は
十
分
に

え
ら
れ

る
〈
1
0

つ
ま
り
、
お
金
と
交
換
で
他
者
の

に
よ
る
ア
レ
ン
ジ
を
受
け
入
れ

る
こ
と
が
、
今
よ
り
も
ご
く
普
通
の
こ
と
と
し
て
受
け
止
め
ら
れ
る
よ
う
に
な

る
か
も
知
れ
な
い
。

何
よ
り
も
結
婚
に
版
印
し
て
「
い
つ
」
「
誰
と
」
す
る
の
か
、
あ
る
い
は
し
な

い
の
か
、
と
い
っ
た
拘
束
的
な
規
範
は
希
薄
化
し
つ
つ
あ
る
。
野
々
山
久
也
は
、

規
範
が
薄
れ
選
好
動
機
が
重
要
に
な
っ
て
い
く
中
で
「
晩
婚
化
も
含
ん
で
、

A
7

後
は
婚
期
分
散
化
と
い
う
現
象
(
結
婚
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
多
様
化
)

の

般

化
」

一
九
九
九
)
。
こ
の
「
結
婚
ラ
イ

が
進
む
と
指
摘
し
て
い
る
(
野
々
山

フ
ス
タ
イ
ル

の
多
機
化
が
進
め
ば
進
む
ほ
ど
、
結
婚
年
齢
の
規
範
な
ど
と
同

持
に
、
出
会
い
の
場
や
き
っ
か
け
、
他
者
の
介
入
の
有
無
に
つ
い
て
の
規
範
が

薄
れ
て
い
く
可
能
性
は
決
し
て
虫
く
な
い
。

つ
ま
り
、
今
後
、
「
悲
愛
結
婚
」
の
抱
え
ら
れ
万
が
多
械
化
し
て
い
き
、

zｭに

の
過
恕
で
結
婚
靖
報
サ
ー
ビ
ス
で
の
結
婚
に
対
す
る
即
象
が
変
化
し
て
い
く
こ

と
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
新
し
い
ア
レ
ン
ジ
ド
・
マ
リ
ッ
ジ
は
、

そ
う
し
た
変
化
の
小
で
「
救
済
的
意
味
」
を
持
つ
も
の
と
し
て

4認
識
さ
れ
な
く

む
っ
た
時
に
こ
そ
、
実
際
に
救
済
と
な
っ
て
い
く
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

注
(
l
)必
愛
紡
婦
を
希
望
す
る
未
婚
者
の
割
合
は
、
一
石
川
1

・
一
九
歳
の
男
性
で
は
一
九

八
七
年
の
問
バ
-
O
%
か
ら
一
九
九
七
年
の
六
一
一
・
六
%
へ
、
女
性
の
場
合
は

m
qハ
・
六
%
か
ら
六
六
・
八
%
へ
と
増
加
し
て
い
る
(
問
点
社
会
保
間
・
人
口
問

題
研
究
所
一
九
九
七
)
。

(
2
)
出
「
吋
出
口
出
向
門
日
間
口
陪
門
叶
目
白
加
問
は
、

般
に
見
合
い
結
熔
あ
る
い
は
協
定
結
燃
と
訳
さ
れ

る
0

吋
新
社
会
学
問
叶
典
、
』
の
「
見
合
結
婚
」
の
羽
で
は
、
「
新
し
い
見
合
結
婚
の
方

式
が
出
現
し
て
い
る
。
従
来
の
個
人
的
な
仲
人
に
代
わ
っ
て
、
仲
人
の
役
割
を
約
一

う
社
会
機
関
と
し
て
の
結
婚
相
談
所
や
結
婚
情
報
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
発
展
で
あ
る
」

(
森
岡
他
.
一
九
九
一
二
吋
新
社
会
学
問
叶
典
い
有
斐
閣
)
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

(
3
)
調
夜
は
、
調
資
協
力
を
依
頼
し
た
筆
者
と
、
結
熔
情
報
サ
ー
ビ
ス
協
議
会
と
の

合
同
と
い
う
形
で
実
脳
さ
れ
た
。
調
資
項
目
に
つ
い
て
は
合
議
の
上
で
決
定
さ

れ
、
調
出
H結
m
市
の
分
析
お
よ
び
報
告
書
の
作
成
は
策
者
が
行
っ
た
。
た
だ
し
会

員
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
唯
一
寸
の
問
題
も
あ
り
、
サ
ン
プ
ル
の
抽
出
・
ア
ン
ケ
ー
ト
の

郵
滋
・
間
収
に
つ
い
て
は
結
婚
情
報
サ
ー
ビ
ス
協
議
会
の
支
げ
は
に
お
い
て
行
わ

れ
た
。

(
4
)自
由
記
述
を
分
類
す
る
脱
出
、
穴
剛
山
内
白
色
白
吋
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
い
た
。
六
回

門
川
主
将
と
は
、
川
川
仙
川
亮
が
提
案
し
て
い
る
「
計
量
テ
キ
ス
ト
分
析
」
を
行
う
た
め

に
作
成
さ
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
(
川
柏
崎

a

一
O
O
四
)
。
詳
細
は
、
}
見
守
\
\

吉
正
己
色
町
8
8
\

百
田
口
宗
g
a
R

あ
る
い
は
樋
口
(
二
O
O
四
)
、
心
人
瀧
(
ニ
O
O

一
三
)

を
参
照
さ
れ
た
い
。

(
5
)比
較
的
割
合
の
小
さ
か
っ
た
浬
取
と
し
て
は
、
「
怒
い
訴
し
か
き
い
た
こ
と
が
な

か
っ
た
い
で
っ
さ
ん
臭
さ
を
感
じ
て
い
た
」
と
い
っ
た
怠
見
に
代
表
さ
れ
る
《
結

婚
情
報
サ
ー
ビ
ス
そ
の
も
の
へ
の
不
満
や
不
信
へ
の
言
及
》
や
、
結
婚
情
報
サ
ー

ビ
ス
に
預
け
る
情
報
が
様
め
て
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

《
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
、
情
報
漏
洩
の
不
安
に
対
す
る
言
及
》
が
挙
げ
ら
れ
て
い
た
。

具
体
的
に
は
、
「
個
人
情
報
、
し
か
も
勤
務
先
や
年
収
、
家
族
権
成
ま
で
申
込
時

に
致
問
く
容
に
抵
抗
を
感
じ
ま
し
た
」
と
い
っ
た
問
答
が
見
ら
れ
た
。
ま
た
「
本

当
に
結
婚
出
来
る
相
手
と
め
ぐ
り
あ
え
る
か
わ
か
ら
な
い
い
と
い
っ
た
《
結
婚

出
来
る
か
ど
う
か
と
い
う
不
安
へ
の
言
及
》
も
あ
っ
た
。

(
6
)従
来
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
眺
納
入
す
る
こ
と
に
抵
抗
の
強
か
っ
た
も
の
で
も
、
次
第

に
サ
ー
ビ
ス
化
・
外
部
化
さ
れ
て
い
く
と
い
う
流
れ
は
他
に
も
見
受
け
ら
れ
る
。

例
え
ば
、
以
前
は
「
身
内
の
介
護
」
と
「
お
会
」
と
を
交
換
す
る
こ
と
に
覚
え

る
抵
抗
感
は
今
よ
り
も
は
る
か
に
強
く
、
ま
た
釘
の
サ
ン
ク
シ
ヨ
ン
を
受
け
た
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人
も
少
な
く
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
家
紋
の
み
で
介
護
を
担
う
こ
と
が
構
造
的
に
難

し
く
な
っ
て
き
た
と
い
う
こ
と
が
次
第
に
明
ら
か
に
さ
れ
、
高
齢
者
介
護
の
家
路
市
内
か

ら
の
外
部
化
が
進
み
、
社
会
的
に
担
わ
れ
る
と
い
う
状
況
が
あ
る
程
度
一
般
化
し
て
き

た
。(

7
)
野
々
山
が
提
起
し
て
い
る
「
門
家
紋
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
」
概
念
は
「
家
族
生
活
に

関
わ
る
生
活
諸
関
係
な
ら
び
に
生
活
諸
資
源
に
対
す
る
個
人
あ
る
い
は
家
族
成

員
の
自
主
的
な
選
択
行
動
の
パ
タ
i
ン
」
と
定
義
づ
け
ら
れ
て
い
る
(
野
々
山

一
九
九
九
一
七

O
)
0「
結
婚
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
」
は
そ
の
下
佼
概
念
の
一
つ
で

あ
る
。
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∞
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付
記
・
・
制
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以
の
依
頼
を
快
く
引
き
受
け
て
下
さ
っ
た
結
婚
情
報
サ
ー
ビ
ス
協
議
会
お
よ

び
各
加
照
会
社
の
ス
タ
ソ
フ
の
皆
様
に
、
こ
の
場
を
借
り
て
感
謝
の
蕊
を
表
し
ま
す
。

特
に
「
株
式
会
社
オ
i

エ
ム
エ
ム
ジ

i

」
の
篠
塚
涼
子
さ
ん
に
は
、
大
変
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。



おif:ficulties of Arranged Marriage:τhe Images of 
Commercial 悶atrimonial Agencies 珪eld by τheir Clients 

oγAKI Tomoori 

This paper explores the image of Japanese Marriage Information Service, agencies that help 

their cIients to find their partners and in so doing the gener・al image of marriage for the ordinary 

Japanese young people. Thc survey was conducted in coIlaboration with the Association of Marriage 

Information Service. 

τhe majority of the mcmbers participating the survey expressed their reluctance to enroIl in 

such agencies. Analyzing the reasons of their reluctance it tumed out that they have two serious 

dilemmas. 

As some of the other surveys pointed out，巴ven in the developed and democratic societies 

arranged marriage does not disappear, because it provides peoplc with a sort of “ feeling of reIief." 

However, most people get this "feeling of reIief' at thc expense of the stress brought by the 

dilemmas they feel when they decide to use the agencies. The negative images of those matrimonial 

agencies held by the members of the services would be changed, if more and more people use 

the services and the society acknowledges such agencies as one of the possible devices to stop 

the decIining birthrate. 

Key Words: arranged marriage, love match ideology, computer eoding 
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